














Aiming for “Useable” Japanese from ”Understood”：An Error 
Analysis of Hypothesis Expressions in Intermediate Level 
Grammar Classes
                                    　 HEO Myeongja, ABE Minako
【Abstract】The aim of this paper is to propose a Japanese grammar teaching 
method to connect learners’ “understanding” to “usable” through hypothetical 
expressions. We analyzed error patterns and backgrounds in learner answers based 
on teaching materials used in  classes, level check tests, quizzes and ﬁnal exams. As a 
result, we found that errors were made by misunderstandings of causality, confusion 
of facts and counterfacts, overlooking the intention of the speaker, and so on. It can 
be said that understanding not only grammar knowledge but also utterance scene, 
context, utterance intention, etc. is important for learning "usable" grammar.






















































































































学期に実施した期末テストでは、全 55 題のうち「仮定表現」に関する問題を 7 題（選択








































































































・どこに（* 探せたら／ * 探せば／ * もらえば）いいでしょうか。
というように、助詞の混同によって正しい答えが導き出せなかったと考えられる例で
ある。
②「テ形」との混同
レベルチェックテストの段階（初回授業）では、多くの学生が仮定表現を学習してい
ない状況であるため、次のような「テ形」を選択する解答が目立った。前件と後件の関
係を「因果関係」あるいは「継起」と捉えたものと考えられる。
〔レベルチェックテスト・問題 1（選択問題）〕
毎年冬に（　　　）、インフルエンザが流行する。
→「なって」（正答は「なると」）
〔レベルチェックテスト・問題 2（選択問題）〕
あのときみんなに（　　　）、誤解されずにすんだのに。
→「話して」（正答は「話せば」）
〔レベルチェックテスト・問題 3（選択問題）〕
この授業が（　　　）、図書館でレポートの資料を探すつもりだ。
→「終わって」（正答「終わったら」）
「仮定表現」学習後の小テストや期末テストになると、テ形の誤答は少なくなるが、依
然として「テ形」を用いる次のような誤答が見られた。
〔小テスト・問題 2（文作り）〕
窓を（　　　）、外から部屋に大きな虫が入ってきた。
→「開いてから」（正答は「開けたら／閉めなかったら／開けると／開けておくと」など）
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〔期末テスト・問題 23（選択問題）〕
9時に教室に（　　　）、もう授業が始まっていた。
→「入って」（正答は「入ったら」）
小テスト・問題２では、（自動詞、他動詞の誤りもあるが）「開いてから」というよう
に「テ形＋から」を用いる誤答が見られ、動作主は全く考慮に入れず前件と後件を「連
続した動作」と捉えていることが明らかである。また、期末テスト・問題 23 では、「入
れば、入るなら、入って、入ったら」（仮定表現 3 種、テ形）という選択肢からテ形「入っ
て」を選択しており、関連する場面や状況は全て「連続した動作」と認識していること、「仮
定表現を用いた事実や状況の説明」が定着していないことが見てとれる。
４. ２　「分かった」から「使える」を目指すために
中上級レベルの文法クラスでは、文法の知識だけではなく、日常場面に即した実用的
な表現能力の向上を目指した指導やテストの作成を行っている。しかし各種テストの結
果から、問題文の表現する場面や状況を理解することができていないために生じた誤答
が数多く確認された。仮定表現の知識としての積み上げがあっても、実際の場面で適切
に運用することができていなければ、それは「使える」文法ではなく、「分かったつもり」
の文法で終わってしまう。
野田ほか（2001）は、文法項目の習得には、「形が作れるようになること」と「それ
が使えるようになること」という２つの側面があり、「使える」というのは似ている形の
「対立」を習得することであると指摘している。例えば「たら」と「と」は、共に「ある
条件に対して起こりそうな当然の結果」や「過去の事実」表す等、言い換えられる場面
の多く、言わば「似ている仮定表現」であるが、後件に「話し手の希望、意志」の表現
がくると「と」は使えなくなり、「と」と「たら」の使い分けの必要性が生じる。実際に
学習者の解答を見ても、特にこのような共通点が多い仮定表現の使い分けに苦戦してい
ることが窺える。
そこで、同一の学習者の解答の比較を基に、学習者にとっての「似ている形とは何な
のか」、「分かっているようで、実は使えていないのはどこなのか」ということについて
考えてみたい。（以下に示されている「〇」「×」はそれぞれ、その学習者の正答、誤答
を表す）
「分かった」から「使える」日本語を目指して
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「分かった」から「使える」日本語を目指して
（1）「たら（事実・状況説明）」と「テ形（動作の連続）」
◆学習者 A（非漢字圏）
①小テスト・問題 4（選択問題）→〇
時間に遅れて待ち合わせ場所に（　　　）、もう誰もいなかった。
→正答は「行ったら」
※「行ったなら」「行けば」「行ったら」「行くなら」から選択する。
②小テスト・問題 2（文作り）→×
窓を（　　　）、外から部屋に大きな虫が入ってきた。
→「開いてから」
（正答は「開けたら／閉めなかったら／開けると／開けておくと」等）
③期末テスト・問題 23（選択問題）→×
9時に教室に（　　　）、もう授業が始まっていた。
→「入って」（正答は「入ったら」）
※「入れば」「入るなら」「入って」「入ったら」から選択する。
①～③はいずれも、「過去の事実」や「現実の状況や存在」を説明する場面であり、「た
ら」もしくは「と」を用いるべきところである。
①では「たら」を選択できているので、一見、学習項目を正しく理解できているかの
ように見えるが、②の文作りでは「開いてから」（テ形＋から）と解答し、「事実の説明」
を「動作の連続」と捉えてしまっていることが分かる。さらに③は①と同じく選択問題
であり、文型もほぼ同じであるにも関わらず、「テ形」を選択してしまっている。
このように学習者 A の②、③の解答からは、既習の「テ形」の影響が顕著であり、「動
作の連続を表す「テ形」」と「事実や状況説明の「たら」」の使い分けができていないこ
とが見てとれる。①で「たら」が選択できていても、それは選択肢の中に「テ形」がな
いからであり、これでは「たら」を習得できたとは言えず、運用にはつながっていかない。
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（2）「たら（事実を述べる）」と「なら（事実だと仮定する）」
◆学習者 B（漢字圏）
④小テスト・問題 2（文作り）→○
窓を（　　　）、外から部屋に大きな虫が入ってきた。
→「開けると」
⑤小テスト・問題 4（選択問題）→×
時間に遅れて待ち合わせ場所に（　　　）、もう誰もいなかった。
→「行くなら」（正答は「行ったら」）
※「行ったなら」「行けば」「行ったら」「行くなら」から選択する。
④と⑤はいずれも事実を述べる表現である。④の文作りで正しく解答できているので、
事実説明の「と／たら」を習得しているかのように見えるが、⑤の解答から、実は「たら」
が使えていないということばかりか、「なら」との使い分けもできていないことが確認で
きる。
また、以下の⑥、⑦は前節で述べた通り「なら」を用いるべき「前提」の表現であるが、
学習者 B はいずれも「たら」を選択し、「たら」と「なら」の混同がさらに浮き彫りとなった。
⑥小テスト・問題 1（選択問題）→×
A：イタリア語を勉強したいんだけど、何かいい本知らない？
B：イタリア語を（　　）、この本がわかりやすくていいと思うよ。
→「勉強したら」（正答は「勉強するなら」）
※「勉強するなら」「勉強したら」「勉強すると」「勉強すれば」から選択する。
⑦小テスト・問題 4（文作り）→×
A：明日、成田空港へ家族を迎えに行くんですよ。
B：つくばから成田空港へ（　　）、バスを使った方がいいですよ。
→「行たら」（正答は「行くなら」）
５．おわりに
本研究では仮定表現の学習者の誤答を分類し、正答との比較を通じて、学習者の「分
かっているつもり」がどこに潜んでいるのか、学習者にとっての混同しやすいポイント（似
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「分かった」から「使える」日本語を目指して
ている形）は何なのかということを中心に考察した。学習者は文法を学習しても実際に
は使えないという文法力と運用力の乖離を感じているが、それは本研究で行った分析結
果からも如実に表れた。
文法項目を学び、使えるようになるためには、知識の学習だけではなく、実際に使わ
れる場面や文脈、発話の意図を想定し、意味を理解しなければならない。特に、本研究
で取り上げた仮定表現は前件と後件の依存関係が強く、文脈の依存度も高い。しかし、
授業中に学習者が作った例文には文脈や発話意図、対人関係を考慮していないものが多
く見られる。本文法クラスで実施したテストの結果には大きなギャップがあったり、思
いもよらない誤答が見られたりすることがあり、驚かされることもある。
また、「頭の中では分かっているのに、それを表現するのが難しい」という学習者側か
らの悩みも多く耳にする。しかし、学習者自身が感じる文法力と運用力のギャップは「使
える文法」の学習への第一歩であると筆者らは考えている。
中級レベルの学習者が難しいと挙げている他の文法項目についても引き続き調査を続
け、「使える文法」の習得に繋がる授業運営、教材づくりを目指していきたい。
注
1. 対人関係を意識した文法項目の使い方、コミュニケーション能力の向上を目指した中
上級レベルの文法クラスの実践については許・林・八嶋（2017）を参照されたい。
2. 中級中期レベルで取り上げられている項目は「テ形と否定形、並列、名詞修飾、時の
表現、仮定表現、複合動詞、自動詞と他動詞、状態と結果」の 8 項目である。
3. 益岡（1993）では「条件表現」と述べているが、本研究では用語を統一し、「仮定表現」
とする。
4. 解答例の分析に当たって学習者が特定できる例は削除し、個人情報が含まれないもの
に限定して分析を行った。
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